
ＥＡ９９３Ｒ
（トラッククラッチ＆フライホイールハンドラー）

○ 積載荷重  ６８kgまで ○ 重量  ４３kg
○ 最大揚げ幅  ２２８～９３９mm ○ ｽﾌﾟﾗｲﾝｼｬﾌﾄ  ２”付
○ サイズ  ９４０Ｘ５９５Ｘ２５５mm

○ 当製品は１４”と１５ 1/2”のダブルディスククラッチやフライホイール組品を脱着する
   ように設計されています。

○ 安全のために
 ・作業者は必ず保護メガネを着用してください。
 ・当製品の使用荷重を超えないでください。
 ・当製品は荷物を積んだまま必要以上に高く上げて動かさないでください。
 ・コーナーを曲がる時は慎重に動かしてください。
 ・圧力解除はゆっくりと行ってください。
 ・ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰは取扱説明書に従って使用してください。
 ・ユニットやアダプターを加工しないでください。
 ・リフトアームを上下する際は本体のピンチポイント部分に邪魔になる物を置かないでください。

○ 組立
１．脚（＃3）をネジ7/16-14X1 1/4”（＃21）で
   取り付けます。ﾊﾝﾄﾞﾙﾎﾙﾀﾞｰ（＃23）も取付け
   ます。ﾜｯｼｬｰ（＃2）とナット（＃1）を４つ使用
   します。
２．脚にｽｲﾍﾞﾙｷｬｽﾀｰ（＃30）を取り付けます（4箇所）。
   ﾜｯｼｬｰ（＃2）とナット（＃1）を４つ使用します。
３．1/2-13X1”ネジ（＃13）2個を上部リフトアームに
   取り付けて固定します。
４．上部リフトアームに調整ネジ（＃5）を取り付けます。
５．上部ﾘﾌﾄｱｰﾑのｽｨﾍﾞﾙﾍﾞｱﾘﾝｸﾞのﾚｰｽや可動部に
    先の細い物を使って、上下左右に注油してください。
６．上部リフトアームのｽｨﾍﾞﾙﾍﾞｱﾘﾝｸﾞに5/8-11X2-1/2”
    （＃14）のネジとﾜｯｼｬｰ（＃15）を取り付けます。
    図の方からプレート（＃16）をはめ込みます。
    最後にスプラインシャフト（＃17）を差し込み、
    ねじ込み固定します。
７．プレート（＃16）とネジ（＃13）の距離を確認して
   ください。1/16”以下の時はネジ（＃13）を外し
   ﾜｯｼｬｰ（＃7）をﾘﾌﾄｱｰﾑとネジ（＃13）の間に入れて
   レンチで締めます。（図１）

○ クラッチの取外し
１．本体に適切なスプライン差込シャフト（２”或は１-3/4”（別売））を取り付けます。
２．スプライン差込シャフトに図１の部分に適切に注油しておきます。
３．乗物の下に、本体を入れる余地がない時は乗物を上げて本体を乗物の下に入れてください。
４．乗物のｸﾗｯﾁ組品との角度と差込ｼｬﾌﾄの角度が合うように調整ﾈｼﾞで調整します。（図2，3）
５．ﾎﾙﾀﾞｰからｼﾞｬｯｷﾊﾝﾄﾞﾙを外し、ｼﾞｬｯｷに取り付けます。上部ﾘﾌﾄｱｰﾑが適切な高さになる様、
   ｼﾞｬｯｷを操作しクラッチ組品に差込ｼｬﾌﾄを差し込みます。ｱｰﾑﾌﾟﾚｰﾄ中央の大きなボルトを
   時計方向に回してｽﾌﾟﾗｲﾝｼｬﾌﾄとｸﾗｯﾁﾃﾞｨｽｸを接続します。
   必要に応じて差込ｼｬﾌﾄが真っ直ぐになるように調整ﾈｼﾞを調整してください。クラッチ組品を
   外す前にクラッチ組品がスプラインと完全に接続している事を必ず確認してください。
６．ﾌﾟﾚｯｼｬｰﾌﾟﾚｰﾄの取付けボルトを外します。
７．本体を引いてﾌﾗｲﾎｲｰﾙからクラッチ組品を離します。
８．クラッチ組品を床に降ろすために本体の油圧をゆっくり解除します。



○ １５-1/2”クラッチの取付け
１．差込シャフトの注油部分（図1参照）に適切に注油しておきます。
２．本体差込シャフトにﾌﾟﾚｯｼｬｰﾌﾟﾚｰﾄ、ｸﾗｯﾁﾃﾞｨｽｸ、ｽﾍﾟｰｻｰを取り付けます。
   重要：差込シャフトはクラッチ組品全部を貫通していなければなりません。
３．乗物の下に、本体を入れる余地がない時は乗物を上げて本体を乗物の下に入れてください。
４．乗物のｸﾗｯﾁ組品との角度とﾌﾗｲﾎｲｰﾙの角度が合うように調整ﾈｼﾞで調整します。（図4）
５．ﾎﾙﾀﾞｰからｼﾞｬｯｷﾊﾝﾄﾞﾙを外し、ｼﾞｬｯｷに取り付けます。上部ﾘﾌﾄｱｰﾑが適切な高さになる様、
   ｼﾞｬｯｷを操作しﾌﾗｲﾎｲｰﾙのﾊﾟｲﾛｯﾄﾍﾞｱﾘﾝｸﾞに差込シャフトのﾊﾟｲﾛｯﾄを差し込むため、本体を
   前進させます。
６．ﾌﾗｲﾎｲｰﾙにｸﾗｯﾁをﾎﾞﾙﾄで取り付けます。
７．ﾘﾌﾄｱｰﾑの油圧を少し解除します。注意：クラッチ組品から本体を外すのは非常に難しいので
   調整ﾈｼﾞを使用して差込シャフトを真っ直ぐに調整してください。
８．本体を引き、上部ﾘﾌﾄｱｰﾑを床面までゆっくり降ろすように油圧を解除してください。

○ １４”クラッチの取付け
１．差込シャフトの注油部分（図1参照）に適切に注油しておきます。
２．ポットタイプのﾌﾗｲﾎｲｰﾙに図5のように新しいﾌﾛﾝﾄｸﾗｯﾁﾃﾞｨｽｸと中間ﾌﾟﾚｰﾄを置きます。
３．本体ｽﾌﾟﾗｲﾝｼｬﾌﾄにﾌﾟﾚｯｼｬｰﾌﾟﾚｰﾄと新しいﾘｱﾃﾞｨｽｸを取り付けます。
４．乗物の下に、本体を入れる余地がない時は乗物を上げて本体を乗物の下に入れてください。
５．乗物のｸﾗｯﾁ組品との角度とﾌﾗｲﾎｲｰﾙの角度が合うように調整ﾈｼﾞで調整します。（図4）
６．ﾎﾙﾀﾞｰからｼﾞｬｯｷﾊﾝﾄﾞﾙを外し、ｼﾞｬｯｷに取り付けます。上部ﾘﾌﾄｱｰﾑがﾌﾛﾝﾄﾃﾞｨｽｸｽﾌﾟﾗｲﾝに
   連結する高さまでｼﾞｬｯｷを上げます。本体ﾌﾟﾚｰﾄの中心にある大きなﾎﾞﾙﾄを時計方向に
   回して差込シャフトとｸﾗｯﾁﾃﾞｨｽｸを連結させます。
   注意：ﾌﾗｲﾎｲｰﾙのﾌﾛﾝﾄｸﾗｯﾁﾃﾞｨｽｸはﾊﾟｲﾛｯﾄﾍﾞｱﾘﾝｸﾞのｾﾝﾀｰﾗｲﾝより若干低くなっています。
          ﾊﾟｲﾛｯﾄﾍﾞｱﾘﾝｸﾞと差込シャフトを正しく揃えるためには上部ﾘﾌﾄｱｰﾑを上げる必要も
         あります。
７．ﾌﾗｲﾎｲｰﾙにｸﾗｯﾁをﾎﾞﾙﾄで取り付けます。
８．ﾘﾌﾄｱｰﾑの油圧を少し解除します。注意：クラッチ組品から本体を外すのは非常に難しいので
   調整ﾈｼﾞを使用して差込シャフトを真っ直ぐに調整してください。
９．本体を引き、上部ﾘﾌﾄｱｰﾑを床面までゆっくり降ろすように油圧を解除してください。




